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　５月 11 日の平成 23 年度四国森林管理局事業概要の記者発表について紹介

します。� 【詳細は２頁以降】

残存型枠を使用した景観に配慮した谷止工（高知県四万十町） 間伐を実施した森林

記者発表

【木材利用の事例】 【森林吸収源対策に向けた森林整備】
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五
月
一
一
日
の
平
成
二
三
年

度
四
国
森
林
管
理
局
事
業
概
要

の
記
者
発
表
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

　

森
林
に
は
、
地
球
温
暖
化
の

防
止
、
国
土
の
保
全
、
水
源
の

か
ん
養
、
生
物
多
様
性
の
保
全
、

木
材
の
供
給
等
の
多
面
的
な
機

能
が
あ
り
、
森
林
に
対
す
る

国
民
の
期
待
は
多
様
化
し
て
い

ま
す
。

　

特
に
、
京
都
議
定
書
の
第
一

約
束
期
間
（
平
成
二
〇
～
二
四

年
）
に
お
け
る
、
我
が
国
の
温

室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
の
達
成

に
向
け
て
、
森
林
吸
収
源
対
策

を
着
実
に
進
め
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。

　

ま
た
、
昨
年
一
一
月
末
に
森

林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
推
進
本

部
で
了
承
さ
れ
た
「
森
林
・
林

業
の
再
生
に
向
け
た
改
革
の

姿
」
（
最
終
取
り
ま
と
め
）
が

公
表
さ
れ
、
国
有
林
に
お
い
て

も
、
そ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
、
組
織
、

技
術
力
を
活
用
し
て
我
が
国

の
森
林
・
林
業
の
再
生
に
貢
献

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
四
国
森
林
管
理
局
で
は
、

森
林
に
対
す
る
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
応
え
つ
つ
、
民
有
林
・
国
有

林
の
連
携
の
下
、
次
の
四
つ
の

柱
に
沿
っ
て
、
国
民
目
線
に

立
っ
た
事
業
展
開
を
図
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

一 　

森
林
・
林
業
の
再
生
に
向

け
た
取
組

　

低
コ
ス
ト
作
業
シ
ス
テ
ム
を

確
立
す
る
た
め
の
条
件
整
備
と

し
て
の
森
林
共
同
施
業
団
地
の

設
定
や
、
担
い
手
と
な
る
林
業

事
業
体
や
人
材
を
育
成
す
る
た

め
に
、
国
有
林
が
フ
ィ
ー
ル
ド
・

技
術
を
提
供
し
て
人
材
育
成
に

係
る
研
修
を
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
、
森
林
・
林
業
の
再
生
に

貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

（
具
体
的
な
取
組
）

① 　

森
林
共
同
施
業
団
地
の
設

定
の
推
進

　

 　

森
林
・
林
業
再
生
に
向
け

た
改
革
の
姿
」
を
実
現
す
る

た
め
、
低
コ
ス
ト
作
業
シ
ス

テ
ム
の
ベ
ー
ス
と
な
る
施
業

の
集
約
化
が
必
要
で
す
。
そ

の
具
体
的
な
取
組
の
一
つ
と

し
て
、
四
国
森
林
管
理
局
で

は
、
民
有
林
と
国
有
林
が
連

携
し
て
森
林
整
備
に
取
り
組

む
た
め
の
森
林
共
同
施
業
団

地
の
設
定
を
こ
れ
ま
で
九
件

（
一
〇
団
地
）
設
定
し
て
お

り
ま
す
が
、
こ
れ
を
更
に
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

② 　

森
林
・
林
業
の
再
生
に
向

け
た
人
材
育
成
の
取
組

　

 　

新
た
な
森
林
計
画
制
度
の

下
で
、
森
林
所
有
者
等
に
よ

る
持
続
的
な
森
林
経
営
を

実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、

実
際
に
現
場
で
指
導
・
実
行

を
担
う
市
町
村
を
技
術
面

か
ら
支
援
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

　

 　

そ
の
た
め
、
森
林
計
画
の

作
成
や
路
網
作
設
等
の
事
業

実
行
に
直
接
携
わ
る
な
ど
の

実
務
経
験
を
有
し
、
長
期
的

視
点
に
立
っ
た
森
林
づ
く
り

を
計
画
、
指
導
で
き
る
技
術

者
を
育
成
す
る
こ
と
が
不
可

欠
で
す
。

　

 　

こ
の
技
術
者
は
、
フ
ォ
レ

ス
タ
ー
と
い
う
名
称
と
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
の
育
成
に

は
一
定
の
期
間
を
要
す
る
た

め
、
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
と
し
て

の
資
格
の
認
定
は
平
成
二
五

年
度
か
ら
行
う
こ
と
を
目
指

す
こ
と
と
し
て
お
り
、
そ
れ

ま
で
の
間
は
、
都
道
府
県
や

国
の
職
員
な
ど
の
う
ち
、
一

定
の
研
修
等
を
受
け
た
者
を

准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
と
し
て
選

定
し
、
支
援
を
行
う
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

平
成
二
三
年
度
　
四
国
森
林
管
理
局
事
業
概
要

〈
企
画
調
整
室
〉

協定締結式の様子
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こ
の
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー

に
つ
い
て
は
当
局
森
林
技
術

セ
ン
タ
ー
を
研
修
実
施
拠
点

と
し
て
、
管
内
の
国
有
林
を

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
活
用

し
な
が
ら
育
成
し
て
い
き

ま
す
。

② 　

国
有
林
の
民
有
林
行
政
へ

の
支
援

　

 　

森
林
・
林
業
の
再
生
の
た

め
に
は
、
国
有
林
の
持
つ
組

織
・
技
術
力
・
資
源
を
活
用

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

 　

こ
の
た
め
、
平
成
二
五
年

度
か
ら
の
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
の

資
格
認
定
ま
で
の
間
、
国
有

林
の
職
員
か
ら
も
准
フ
ォ
レ

ス
タ
ー
と
し
て
市
町
村
森
林

整
備
計
画
の
作
成
や
森
林

経
営
計
画
の
認
定
な
ど
、
市

町
村
の
行
う
事
務
を
支
援
し

ま
す
。

二 　

木
材
生
産
の
低
コ
ス
ト
化

と
安
定
供
給
に
向
け
た
取
組

　

国
産
材
の
利
用
拡
大
に
向
け

て
、
大
口
の
需
要
者
に
対
し

て
原
材
料
と
な
る
木
材
を
安

定
的
に
供
給
す
る
「
シ
ス
テ

ム
販
売
」
を
引
き
続
き
実
施

す
る
と
と
も
に
、
「
公
共
サ
ー

ビ
ス
改
革
基
本
方
針
」
を
踏

ま
え
た
間
伐
事
業
に
お
け
る

複
数
年
契
約
の
導
入
に
新
た

に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

国
産
材
の
利
用
拡
大
に
向
け

て
、
治
山
事
業
等
の
現
場
に

お
け
る
木
材
利
用
を
推
進
し

ま
す
。

（
具
体
的
な
取
組
）

① 　

国
有
林
に
お
け
る
路
網
と

高
性
能
林
業
機
械
を
活
用
し

た
低
コ
ス
ト
間
伐
の
推
進

　

 　

林
業
採
算
性
の
向
上
を
図

る
た
め
に
は
、
間
伐
に
お
け

る
コ
ス
ト
の
低
減
が
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
に
は
、
労
働
生
産

性
の
向
上
が
不
可
欠
で
あ

り
、
合
理
的
に
配
置
さ
れ
た

路
網
と
、
伐
採
・
搬
出
作
業

全
体
を
通
じ
て
生
産
性
が
高

ま
る
よ
う
な
人
員
や
林
業
機

械
の
配
置
に
よ
る
低
コ
ス
ト

で
高
効
率
な
作
業
シ
ス
テ
ム

を
普
及
・
定
着
す
る
こ
と
が

重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平

成
二
三
年
度
に
つ
い
て
は
、

人
工
林
の
間
伐
を
実
施
す
る

際
、
路
網
と
林
業
機
械
を
組

み
合
わ
せ
た
作
業
シ
ス
テ
ム

を
積
極
的
に
導
入
す
る
と
と

も
に
、
丈
夫
で
簡
易
な
森
林

作
業
道
の
作
設
技
術
の
向
上

を
図
る
た
め
、
林
業
事
業
体

の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
等
を
対
象

と
し
た
現
地
検
討
会
を
開
催

す
る
な
ど
、
低
コ
ス
ト
作
業

シ
ス
テ
ム
の
普
及
・
定
着
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

② 　

国
有
林
材
の
シ
ス
テ
ム
販

売
の
取
組

　

 　

適
切
な
間
伐
の
実
施
に
よ

り
健
全
で
豊
か
な
森
林
づ
く

り
を
進
め
、
間
伐
材
な
ど
の

森
林
資
源
の
有
効
利
用
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
は
地
球
温

暖
化
防
止
の
観
点
か
ら
も
重

要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
価
格
の
安
い
間
伐
材
は

販
売
に
係
る
手
間
や
コ
ス
ト

が
掛
か
り
、
ま
た
、
合
板
・

集
成
材
工
場
等
の
よ
う
に
低

質
材
を
大
量
に
利
用
す
る
需

要
者
に
と
っ
て
も
、
少
量
・

不
安
定
な
取
引
に
よ
る
調
達

は
不
便
な
も
の
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　

 　

一
方
、
間
伐
材
を
合
板
や

集
成
材
、
紙
の
原
料
と
し
て

だ
け
で
は
な
く
、
バ
イ
オ
マ

ス
燃
料
な
ど
へ
無
駄
な
く
利

用
す
る
取
組
も
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

 　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
、
国
有
林
で
は
、
間
伐
材

を
大
量
か
つ
安
定
的
に
需
要

者
に
供
給
す
る
シ
ス
テ
ム
販

売
に
取
組
み
、
流
通
の
簡
素

化
や
中
間
コ
ス
ト
の
縮
減

を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
間
伐

材
の
販
路
の
確
保
や
新
規
需

要
の
開
拓
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

③ 　

国
有
林
の
間
伐
事
業
に
お

け
る
複
数
年
契
約
の
導
入
に

丈夫で簡易な森林作業道作設の現地検討会

研修のイメージ
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向
け
た
取
組

　

 　

国
有
林
野
事
業
に
お
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
も
透
明
か
つ

公
正
な
競
争
の
下
で
民
間
事

業
者
の
創
意
と
工
夫
を
適
切

に
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
国
民
の
た
め
、
よ
り
良

質
か
つ
低
廉
な
公
共
サ
ー
ビ

ス
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
き
ま
し
た
。

　

 　

こ
う
し
た
中
、
林
野
庁
で

は
平
成
二
二
年
七
月
六
日
に

「
公
共
サ
ー
ビ
ス
改
革
基
本

方
針
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
、

国
有
林
の
間
伐
事
業
が
民
間

競
争
入
札
の
対
象
と
し
て
選

定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
実

施
要
項
を
定
め
、
本
年
度
か

ら
複
数
年
契
約
に
よ
る
民
間

競
争
入
札
を
実
施
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。
平
成
二
三
年

度
の
事
業
実
施
箇
所
と
し
て

愛
媛
県
久
万
高
原
町
内
の
国

有
林
を
対
象
箇
所
と
し
て
選

定
し
ま
し
た
。

④ 　

治
山
事
業･

森
林
整
備
事

業
に
お
け
る
間
伐
材
等
木
材

利
用
の
推
進

　

 　

地
球
温
暖
化
の
防
止
や
資

源
循
環
社
会
の
形
成
等
に
資

す
る
観
点
か
ら
「
新
農
林
水

産
省
木
材
利
用
推
進
計
画
」

が
策
定
さ
れ
、
公
共
土
木
工

事
に
お
い
て
は
「
グ
リ
ー
ン

公
共
事
業
の
推
進
」
と
い
う

取
組
方
針
の
下
に
、
間
伐
材

等
木
材
利
用
の
拡
大
を
図
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
四
国
森

林
管
理
局
に
お
い
て
も
目
標

値
を
定
め
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
木
材
利
用
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

三 　

公
益
的
機
能
の
維
持
増
進

の
た
め
の
森
林
整
備
の
推
進

　

地
球
温
暖
化
防
止
を
は
じ
め

と
す
る
森
林
の
公
益
的
機
能
を

持
続
的
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
、

地
域
の
特
色
や
ニ
ー
ズ
に
応

じ
、
皆
伐
・
植
栽
を
繰
り
返
す

従
来
の
森
林
づ
く
り
に
加
え
、

単
層
状
態
の
人
工
林
の
広
葉
樹

林
化
、
針
広
混
交
林
化
、
長
伐

期
化
等
に
よ
り
多
様
な
森
林
へ

と
誘
導
す
る
森
林
整
備
を
推
進

し
ま
す
。

　

ま
た
、
生
物
多
様
性
の
保
全

に
向
け
、
原
生
的
な
天
然
林
等

の
保
全
や
野
生
鳥
獣
と
の
共
存

に
向
け
た
取
組
、
民
有
林
・
国

有
林
が
連
携
し
た
治
山
対
策
の

取
組
を
推
進
し
ま
す
。

具
体
的
な
取
組

① 　

森
林
吸
収
源
対
策
に
向
け

た
森
林
整
備
の
推
進

　

 　

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
に

つ
い
て
は
、
国
内
の
森
林
吸

収
目
標
一
，
三
〇
〇
万
炭
素

ト
ン
の
目
標
達
成
に
む
け

て
、
吸
収
源
と
し
て
カ
ウ
ン

ト
で
き
る
森
林
を
効
果
的
か

つ
確
実
に
増
や
す
た
め
に
、

森
林
整
備
事
業
や
保
安
林
整

備
事
業
に
よ
る
間
伐
を
着
実

に
実
施
し
ま
す
。

　

 　

平
成
二
三
年
度
に
は
、
約

五
，
〇
六
四
ha
の
除
伐
・
保

育
間
伐
等
を
行
い
ま
す
。
今

後
も
個
々
の
森
林
の
状
況
、

施
業
履
歴
を
チ
ェ
ッ
ク
し
な

が
ら
効
率
的
に
森
林
整
備
を

進
め
、
着
実
な
森
林
吸
収
量

の
確
保
に
努
め
ま
す
。

② 　

生
物
多
様
性
の
保
全
に
向

け
た
取
組

　

 　

四
国
森
林
管
理
局
に
お
い

て
は
、
貴
重
な
森
林
生
態
系

や
生
物
多
様
性
の
保
全
等
を

図
る
観
点
か
ら
、
こ
れ
ま
で

に
管
内
の
二
六
箇
所
に
保
護

林
を
設
定
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
引
き
続
き
、
多
様

な
生
物
の
生
息
・
生
育
の
場

と
し
て
重
要
と
思
わ
れ
る
地

域
の
保
護
林
の
新
規
設
定
、

拡
充
に
向
け
た
調
査
等
を
実

施
し
ま
す
。

　

 　

ま
た
、
天
然
植
生
の
ニ
ホ

ン
ジ
カ
に
よ
る
食
害
や
剥
皮

被
害
に
対
し
、
地
方
公
共
団

体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
の
連
携
を

間伐後の森林のイメージ

餌に誘引されるニホンジカ
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図
り
つ
つ
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
た
被
害
対
策
に
積
極
的

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

 　

平
成
二
三
年
度
に
つ
い
て

は
、
徳
島
県
つ
る
ぎ
町
に
お

け
る
「
郷
土
の
森
」
の
設
定
、

徳
島
県
那
賀
町
に
お
け
る
保

護
林
拡
充
の
た
め
の
調
査
・

検
討
、
徳
島
・
高
知
両
県
に

ま
た
が
る
剣
山
・
三
嶺
地
区

及
び
愛
媛
・
高
知
両
県
に
ま

た
が
る
滑
床
・
黒
尊
地
区
に

お
け
る
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
動
態

調
査
や
被
害
跡
地
の
再
生

対
策
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
捕
獲

ワ
ナ
の
改
良
及
び
ニ
ホ
ン

ジ
カ
の
捕
獲
に
取
り
組
み

ま
す
。

③ 　

特
定
流
域
総
合
治
山
事
業

に
つ
い
て

　

 　

国
有
林
と
民
有
林
の
治
山

事
業
箇
所
が
近
接
し
て
い
る

場
合
に
、
一
体
的
な
整
備
を

行
い
、
事
業
効
果
の
早
期
発

現
と
効
果
的
な
事
業
実
施
を

図
り
、
流
域
全
体
の
保
全
や

地
域
の
安
全
性
を
確
保
す
る

た
め
の
治
山
施
設
の
設
置
や

森
林
の
整
備
を
図
る
事
業
を

連
携
し
て
推
進
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

 　

平
成
二
三
年
度
は
、
徳
島

県
三
好
市
祖
谷
川
地
区
、
愛

媛
県
今
治
市
の
龍
岡
上
地

区
、
高
知
県
土
佐
清
水
市
の

西
川
地
区
に
お
い
て
崩
壊
地

の
拡
大
防
止
や
土
砂
の
流
下

防
止
を
目
的
に
山
腹
工
・
治

山
ダ
ム
工
の
施
工
や
荒
廃
し

た
森
林
に
つ
い
て
本
数
調
整

伐
等
の
森
林
整
備
を
実
施
し

ま
す
。

四 　

森
林
の
理
解
促
進
、
国
民

参
加
の
森
林
づ
く
り
に
向
け

た
取
組

　

四
国
森
林
管
理
局
で
は
、
保

健
休
養
や
森
林
環
境
教
育
の
推

進
の
た
め
、
国
有
林
を
活
用
し

た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
、

ふ
れ
あ
い
の
森
、
遊
々
の
森
等

を
設
定
し
、
森
林
と
の
ふ
れ
あ

い
場
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

局
・
署
等
に
お
い
て
学
校
等
を

対
象
と
し
た
森
林
環
境
教
育
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

（
具
体
的
な
取
組
）

① 　

森
林
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場

の
提
供

　

 　

平
成
二
三
年
度
は
学
校
等

に
お
け
る
森
林
環
境
教
育
の

取
組
の
拡
大
の
た
め
、
体
験

学
習
に
適
し
た
国
有
林
に

お
い
て
、
体
験
学
習
の
た
め

の
フ
ィ
ー
ル
ド
整
備
等
を

実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

 　

ま
た
、
森
林
・
林
業
体
験

交
流
促
進
対
策
事
業
と
し

て
、
高
知
県
室
戸
市
の
佐
喜

浜
地
域
と
高
知
市
の
工
石
山

地
域
に
お
い
て
フ
ィ
ー
ル
ド

の
整
備
を
行
い
ま
す
。

②　

国
際
森
林
年
の
取
組

　

 　

今
年
は
国
連
の
定
め
た

「
国
際
森
林
年
」
で
す
。「
国

際
森
林
年
」
は
世
界
中
の
森

林
の
持
続
可
能
な
経
営
、
保

全
な
ど
の
重
要
性
に
対
す
る

認
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
も
の
で
、
国
内
に
お

い
て
も
積
極
的
な
取
り
組
み

等
が
要
請
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

 　

こ
の
た
め
、
四
国
森
林
管

理
局
に
お
い
て
も
、
国
民
の

森
林
の
適
切
な
管
理
経
営
を

進
め
る
と
と
も
に
、
国
際
森

林
年
の
趣
旨
に
沿
っ
て
、
積

極
的
な
情
報
発
信
や
取
り
組

み
を
行
う
こ
と
と
し
て
、
国

際
森
林
年
記
念
分
収
造
林
の

設
定
や
高
知
県
馬
路
村
魚
梁

瀬
千
本
山
と
百
年
の
歴
史･

森
林
鉄
道
遺
産
を
訪
ね
る
ツ

ア
ー
の
開
催
な
ど
の
取
組
を

通
じ
て
、
国
際
森
林
年
の
普

及
啓
発
と
森
林
と
の
関
わ
り

の
場
の
提
供
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

谷止工の施工状況

段ノ谷山での森林教室

五味隧道（馬路村馬路）
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八
面
山
で
森
林
教
室

（
自
然
の
か
く
し
絵
）

    

〈
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
〉

　

五
月
一
三
日
、
四
万
十
市
立

口
屋
内
小
学
校
の
全
校
児
童
六

名
を
対
象
に
、
八
面
山
と
そ
の

周
辺
の
ブ
ナ
林
に
お
い
て
森
林

教
室
を
行
い
ま
し
た
。

　

登
山
口
で
職
員
紹
介
、
準
備

体
操
を
行
い
登
山
を
開
始
し
ま

し
た
。

　

登
り
な
が
ら
登
山
道
沿
い
の

樹
木
の
名
前
や
、
天
然
林
と
人

工
林
の
違
い
、
森
林
の
は
た
ら

き
等
を
学
習
し
ま
し
た
。
約
一

時
間
で
八
面
山
山
頂
へ
到
着
、

眼
下
に
広
が
る
宇
和
海
の
景
色

を
見
な
が
ら
記
念
撮
影
を
行
い

ブ
ナ
林
へ
移
動
し
ま
し
た
。

　

ブ
ナ
林
で
は
、
自
然
の
中
に

隠
さ
れ
た
人
工
物
を
探
し
出
す

カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
と
い
う
ネ
イ

チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。

ロ
ー
プ
を
張
っ
た
コ
ー
ス
沿
い

に
、
オ
モ
チ
ャ
の
ス
ポ
ン
ジ
や

キ
ュ
ー
リ
、
ト
カ
ゲ
、
カ
ブ
ト

ム
シ
等
を
置
き
、一
人
ず
つ
ゆ
っ

く
り
歩
き
な
が
ら
、
木
の
幹
や

枝
、
地
面
に
隠
さ
れ
て
い
る
人

工
物
を
見
つ
け
て
い
き
ま
す
。

ス
ポ
ン
ジ
は
す
ぐ
に
見
つ
か
り

ま
す
が
、
キ
ノ
コ
や
ト
カ
ゲ
は

注
意
深
く
観
察
し
な
い
と
見

つ
け
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

　

こ
の
ゲ
ー
ム
は
保
護
色
に

よ
っ
て
身
を
隠
し
て
い
る
生
き

物
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
小

学
校
三
年
生
の
国
語
の
教
科

書
に
出
て
く
る
「
自
然
の
か

く
し
絵
」
と
重
な
る
部
分
が
あ

り
、
教
科
書
と
繋
が
り
の
あ
る

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

お
昼
ご
飯
の
後
は
、
児
童
達

が
一
番
楽
し
み
に
し
て
い
た
手

づ
く
り
ブ
ラ
ン
コ
で
す
。
そ
の

乗
り
心
地
は
ス
リ
ル
満
点
で
、

み
ん
な
の
叫
び
声
や
歓
声
が
ブ

ナ
林
に
こ
だ
ま
し
て
い
ま
し

た
。

　

当
日
は
少
し
寒
か
っ
た
も
の

の
晴
天
に
恵
ま
れ
、
カ
モ
フ

ラ
ー
ジ
ュ
ゲ
ー
ム
や
手
づ
く
り

ブ
ン
ン
コ
を
楽
し
み
、
忘
れ
ら

れ
な
い
森
林
教
室
と
な
っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。

　

な
お
、
当
日
は
高
知
県
森
と

緑
の
会
が
取
材
の
た
め
同
行
し

て
お
り
、
そ
の
様
子
は
「
こ
う

ち
森
の
さ
さ
や
き
」
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
森
の
さ
さ
や
き
ブ
ロ

グ
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

飯
野
山
記
念

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
除
幕
式 

〈
香
川
森
林
管
理
事
務
所
〉

　

四
月
二
二
日
、
讃
岐
平
野
に

突
き
出
た
美
し
い
山
容
か
ら
、

讃
岐
富
士
と
呼
ば
れ
る
「
飯
野

山
」
の
登
山
口
に
お
い
て
、「
飯

野
山
記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
除
幕

式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

飯
野
山
は
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
森
の
「
風
景
林
」
で
、

年
間
約
五
万
人
の
方
が
訪
れ
ま

す
。
標
高
が
四
二
二
ｍ
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
ち
な
ん
で

平
成
二
二
年
度
に
、
丸
亀
市
観

光
協
会
に
お
い
て
四
月
二
二
日

を
「
讃
岐
富
士
の
日
」
と
し
て

制
定
し
、
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

二
年
目
の
今
回
は
、「
里
山

ま
つ
り
」
と
し
て
開
催
し
、
そ

の
一
つ
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
の
除
幕
式
が
行
わ

れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
（
掲
示

板
・
縦
一
．
八
ｍ
、
横
三
．
四

ｍ
）
は
、
都
市
部
の
子
供
た
ち

を
対
象
と
し
た
自
然
体
験
の
機

会
の
提
供
や
飯
野
山
の
情
報
発

信
に
資
す
る
た
め
、
当
所
に
お

い
て
、
平
成
二
二
年
度
の
飯
野

山
地
域
森
林
・
林
業
体
験
交
流

促
進
対
策
の
事
業
の
中
で
整
備

し
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
時
折
小
雨
の
降
る

カモフラージュのスタート

中央が西村所長
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あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
、

除
幕
式
に
は
丸
亀
市
長
を
は

じ
め
多
く
の
関
係
者
が
出
席

し
、
当
所
の
西
村
所
長
か
ら
、

「
飯
野
山
は
そ
の
大
部
分
が
国

有
林
と
な
っ
て
お
り
、
自
然
体

験
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
挨
拶

が
あ
っ
た
後
、
除
幕
を
行
い
ま

し
た
。

　

こ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
は
、

登
山
の
注
意
事
項
の
ほ
か
、
草

花
や
野
鳥
に
関
す
る
情
報
な

ど
、
飯
野
山
の
魅
力
を
紹
介
す

る
予
定
と
し
て
お
り
、
こ
の
設

置
を
契
機
と
し
て
、
さ
ら
に
地

域
か
ら
親
し
ま
れ
る
山
に
な
っ

て
欲
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

シ
カ
の
食
害
か
ら

　
　
　
山
を
守
れ

〈
高
知
中
部
森
林
管
理
署
〉

　

四
月
二
四
日
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ

の
食
害
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
香

美
市
の
白
髪
分
岐
周
辺
で
、
山

の
植
生
を
守
り
土
砂
流
失
を
防

ぐ
た
め
、
防
護
柵
の
設
置
と
ラ

ス
巻
き
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
当
署
と
「
三

嶺
の
森
を
ま
も
る
み
ん
な
の

会
」
の
主
催
に
よ
る
も
の
で
、

一
二
回
目
と
な
る
今
回
は
、
初

参
加
の
高
知
工
科
大
学
の
学
生

や
教
職
員
八
〇
名
を
含
め
、
過

去
最
多
の
一
八
〇
名
余
り
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
、当
署
長
か
ら
「
今

年
は
国
際
森
林
年
で
す
。
本
日

の
活
動
を
契
機
に
し
て
、
森
林

へ
の
関
心
を
高
め
ま
し
ょ
う
。」

と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

シ
カ
の
食
害
に
よ
り
地
表
の

植
物
が
枯
れ
、
斜
面
の
土
壌
流

失
や
崩
壊
の
危
険
性
が
危
ぶ
ま

れ
る
尾
根
筋
の
三
カ
所
に
総
延

長
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
保
護
柵

を
設
け
る
と
と
も
に
、
既
に
剥

皮
被
害
を
受
け
始
め
て
い
る
樹

齢
二
〇
〇
年
余
り
の
モ
ミ
等
を

守
る
た
め
ラ
ス
巻
き
を
行
い
ま

し
た
。

　

参
加
者
は
、
ネ
ッ
ト
な
ど
の

資
材
を
一
時
間
余
り
担
い
で
山

に
登
り
汗
を
か
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
現
地
に
着
く
と
、
こ
の

時
期
と
し
て
は
珍
し
く
残
雪
が

見
ら
れ
、
作
業
中
も
一
時
小
雪

が
舞
う
な
ど
、
震
え
る
ほ
ど
の

寒
さ
で
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
、「
山

に
登
る
の
は
大
変
だ
っ
た
け
れ

ど
、
シ
カ
の
食
害
か
ら
山
を
守

る
た
め
、
次
回
も
ぜ
ひ
参
加
し

た
い
」
と
の
声
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

初めての方も指導を受け柵張りに参加

　
　

お
知
ら
せ

　
　
国
際
森
林
年
の
Ｐ
Ｒ

〈
指
導
普
及
課
〉　

　

国
際
森
林
年
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
の
「
ロ
ゴ
マ
ー
ク
」
を
木

工
パ
ズ
ル
に
し
ま
し
た
。

　

二
点
作
成
し
、
ひ
と
つ
は
、
総
務
課
秘
書
係
に
展
示
し
、

も
う
一
つ
は
、各
学
校
等
で
実
施
す
る
森
林
教
室
等
で
「
国

際
森
林
年
」
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
に
活
用
し
ま
す
。

「国際森林年ロゴマークパズル」


